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【背景と目的】
文部科学省が2022年3月に策定した「第3期スポーツ基本計画」では、スポーツによる社会活性化・社会課題の解決を図るための施策として、「スポーツを通じた共生社会の実現」を提示している。特に、障
がい者スポーツ推進の施策目標に、共生社会の実現を目指すことが明記されていることから、文部科学省による「スポーツを通じた共生社会」のため、障がい者と健常者が共に、スポーツを楽しむことができ
る環境が必要である。
モルックは、フィンランドのカレリア地方の伝統的なキイッカ（kyykkä）というゲームを元にLahden Paikka社によって1996年に開発されたスポーツである。母国フィンランドでは、サウナとビールを楽しみな
がらプレイされており、とても簡単なルールのため老若男女問わず楽しめるスポーツであるが、日本ではまだまだ認知度の低い競技である。モルックのルールは、木製の棒である「モルック」を下投げに投擲し、
「スキットル」という12本の木のピンを倒すスポーツであるが、障がい等で自らモルックを投擲できない者でも競技に参加することができるよう、今回モルック投擲器の開発・製作と専用ルールの検討を行った。

【主な活動方法】
●モルックという競技への理解を深めるために、出来るだけ多くの大会や催しに参加する。競技参加を通じて公式競技ルールを熟知し、障がい児者でも楽しむことができる専用ルールを検討すること、また競
技経験者の姿勢やテクニックを参考にし、投擲器の開発・製作に役立てる。
●松江工業高等専門学校の先生方の助言を得て、投擲する人の動作をモデルとした投擲器の開発・製作を行う。材質は、競技で使用される木製のモルックセットと同様の木材にこだわり、出来るだけ低価格
で作成できる投擲器を製作する。完成した試作機を、島根県立松江緑が丘養護学校の生徒に使用してもらい、モルックを通じて交流を深める。

【活動結果】
モルックという競技の機会を増やすため、2024年1月にモルックサークル（松江キャンパス）を設立した。サークル活動は月4回程度実施している。木製の「モルック」は、重さが340g程度あるため、体育館や
室内で投擲すると床面を傷つけてしまったり、大きな衝撃音が発生するため、主に屋内で活動できるよう人工芝を用意した。また、床面などを傷付けないウレタン製のモルックセットも用意した。
●2024年1月31日、松江キャンパスの保健管理委員会と共催し、「モルック大会」を実施した。教職員・学生を合わせて20名程度が参加した。（写真1）
●2024年9月29日、島根県モルック協会の「第1回島根県モルック大会」にエントリーした。45チームが参加し、予選37位で下位リーグ戦に進むも1回戦敗退という結果だった。（写真2）

写真1 松江キャンパス モルック大会の様子 写真2 島根県モルック大会の様子

2024年10月18日、松江緑が丘養護学校と松江南高等学校JRC部とのレクリエーション活動を通じた交流会に参加した。松江緑が丘養護学校の高等部生徒10名・教職員10名、松江南高等学校JRC部の
部員16名と、ウレタン製のモルックセットを使用して「モルック交流タイム」を実施した。製作中であったモルック投擲器の試作機の紹介などを行い、高等部生徒から色々な質問や教職員からの助言を得ること
ができた。（写真3）
2024年11月2日、兵庫県神戸市で開催された運動全般が苦手な子ども向けの運動教室「のびのび運動ひろば」にボランティア参加した。神経発達症の運動症群に含まれる発達性協調運動症（DCD）は、年
齢に比べて協調運動（ボール遊びができない、箸を上手く使えない、縄跳びができないなど）の獲得・遂行が明らかに劣る状態を指し、日常生活上の活動を著しく妨げてしまうため、周囲の理解と早期支援が
求められている。「のびのび運動ひろば」では、ボランティア学生と子どもが基本的な体の動かし方を遊びを通じて体験する児童プログラムと、専門家による講演・保護者同士のグループワークで構成されてい
る。今回は学生ボランティアとして両方のプログラムに参加し、運動が苦手な子ども達の特性を捉えるとともに、運動の苦手な子どもたちでもモルックを楽しむためのヒントを探った。（写真4）

写真3 松江緑が丘養護学校の交流会の様子 写真4 のびのび運動ひろば ボランティア参加の様子

2024年11月10日、山口県阿武郡阿武町で開催されたモルック大会とBBQのイベント「第1回ABUモルックBBQ」に参加した。この大会では12チームが参加し、県大チームはA・Bの2チームに分け、それぞ
れリーグ2位と3位の好成績であった。（写真5）

写真5 イベント参加の様子

【投擲器の開発・製作】
2024年の3月より、試作機の制作を開始した。

試作1号機では、野球の打撃練習に使用される手動式小型ピッチングマシン（FIELDFORCE社のFKAM-500）を参考に、角材や引っ
張りバネを使用して製作を行った。野球用のピッチングマシンは上投げで設計されているため、投擲板や引っ張りバネの固定位置を反
転させて設計し、ソレノイド装置で投擲前の投擲板のリリースをロックし、スイッチ操作でリリースが解除されて「モルック」を投擲する仕組
みを構成した。（写真6）
【問題点1】「モルック」を前方に投擲することができない
（改善策）投擲板の投擲角度の見直し（人の投擲動作に近い動きに変更）
【問題点2】バネを牽引すると本体から軋音がする
（改善策）角材の材質や組み立て構造の変更
【問題点3】投擲板をリリースするためのソレノイドの磁力が弱く、ロック部に強いバネ圧が掛かった場合にリリースの解除ができない
（改善策）バネ圧を下げるか、磁力の強いソレノイドを採用する

試作2号機では、1号機の問題点であった耐久性を検討し、ベースとなる躯体を三角柱横置きの形状に変更し、投擲板と本体をスプリング
蝶番で接続し、投擲板と本体に1本の引っ張りバネを取り付けることによって、「モルック」を前方に投擲することを可能にした。また、スプリ
ング蝶番を使用して「モルック」を投擲板の先に固定し、投擲板の蝶番に繋がったワイヤーが前方に取り付けたバーに当たることによって、
蝶番のバネ圧が解放されて「モルック」をリリースすることが可能となった。この時点で、投擲器による投擲性能（滞空距離・飛距離）を検証
するために、投擲板の牽引角度と本体の前傾角度を測定するための角度計を取り付けた。また、様々な強度の引っ張りバネを用いて投擲
距離の検証を行った。（写真7）
【問題点1】「モルック」を投擲する際、投擲板のリリースが手動のため、競技者が好きなタイミングで投擲板をリリースすることが難しい
（改善策）無励磁作動型ブレーキを投擲板の左右に1台ずつ取り付けて、スイッチ操作でリリースできるようにする
【問題点2】強い引っ張りバネを3本、投擲器本体の前傾角度45度以上でバネを牽引すると本体から軋む音がする
（改善策）金属プレートで投擲板と本体シャフト部分を固定し、負担が掛かる位置を分散する
【問題点3】最も滞空距離が伸びる引っ張りバネを3本使用しでも、「モルック」の滞空距離が3.5mまでしか投擲できない
（改善策）より強いバネ圧の引っ張りバネに変更する

試作3号機では、投擲板のシャフトの左右に無励磁作動型ブレーキを取り付けることにより、好きな角度で停止状態を保持し、好きなタイ
ミングで「モルック」をリリース、狙った「スキットル」を倒すことが可能になった。実際の競技に運用していくための細かな改良として、投擲器
を好きな場所に移動できるようにストッパー付きの旋回式キャスター（タイヤ）を取り付けることや、投擲器を安定するための重りとして5リッ
トルのウォータータンク2台とタンクを入れるための収納ボックスを製作した。また、「スキットル」を狙う方向をイメージしやすいようにライン状
のグリーンレーザーモジュールを投擲器前方に取り付け、それをスイッチ操作によって照射できるようにした。無励磁作動型ブレーキとレー
ザーモジュールを作動させるための小型バッテリーを搭載し、ブレーキと小型バッテリーを繋ぐ配線の間に介護福祉機器用に開発されたス
イッチを取り付け、競技者が好きなタイミングで「モルック」をリリースすることができるようになった。このスイッチは、360度どこからでも操作
でき、筋力の弱い競技者であっても使用者の実態に合わせて手や足、頭、肘による軽い力でスイッチを押すことが可能である。（写真8）

完成した投擲器の試作機（写真9）を用いた「投擲器使用ルール」を下記のように作成した。
●投擲エリアである「モルッカーリ」を試合コートの短辺手前側と奥側の2か所に設置できる
●投擲器使用者は、投擲器の投擲距離（滞空距離・投擲の勢い）が記載されたチャート表を使用できる
●投擲器の本体前傾角度・投擲板牽引角度、本体の位置を決めるのは投擲器使用者のみとする
●投擲器の本体前傾角度・投擲板牽引角度、本体の位置を決める時間は60秒以内とする
●投擲器の調整を行う補助者は試合コート内を見たり、投擲器使用者にアドバイスすることはできない
●その他のルールは、基本的にモルックの公式ルールに準拠する

今回投擲器の試作機を開発・製作し、健常者と障がい児者が共にモルックを楽しむことができる競技ルー
ルの作成を行うことができた。製作した投擲器の構造は複雑であるため、製作に必要な知識や技能、専用工
具等がなくては製作することが困難であり、公式ルールに準拠した製品化を目指す場合、製造コストや受注
生産などを考慮すると高価な投擲器になる可能性がある。また、投擲器本体の耐久性の検証が行われてい
ないなどの課題も多いが、一定条件下であれば性能や精度の面から十分に競技を楽しむことが可能である。

写真6 製作の様子と試作1号機の投擲実験

写真7 試作2号機と測定のための角度計

写真8 試作3号機と細かな改良（キャスター、タンク、ブレーキ、
レーザーモジュール、小型バッテリー,、スイッチ）

写真9 完成した投擲器の試作機
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